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(浜) 大庭 石田

（審判） 〔球審〕 森島 〔一塁〕 藤原周 〔二塁〕 清水洋 〔三塁〕 杉原

(二塁打) (三塁打) (本塁打)

(津)

～準決勝～

７日目　９月３０日

(津)

浜　 田

(投手ー捕手)

(津)

(浜)

会　場： 松江市営野球場

第１試合

Ｔ  Ｅ  Ａ  Ｍ

津和野

(チーム成績)

野﨑→高橋　ー　西村

山田　ー　田村

（長　打）

「石田の本塁打で浜田が決勝へ」
準決勝１試合目は秋２連覇を狙う浜田と津和野の石見地区の公立校どうしの

対決となった。先発は浜田の山田、津和野の野﨑による両エースが先発した。
前半戦は投手戦で得点が動かない展開が続いた。浜田は３回裏に失策と盗塁

で１死２塁とし、１番内田のセンターへの安打を放つが中堅手が１本で返させず
１・３塁とし続く湯浅を併殺に打ち取り切り抜けた。すると津和野は５回表に安
打と犠打で１死２塁とし、８番山根のレフトへの適時打で１点を先制する。
しかし、津和野が７回に高橋に継投すると立ち上がりに四球と安打で１死１・２塁
となると痛恨の暴投で２・３塁とし、１番内田が内野ゴロを放つ間に浜田が同点
に追いついた。続く８回裏に安打で無死１塁とし、４番石田が甘く入った直球を
レフトスタンドへ運ぶ２点本塁打を放ち、これが決勝点となった。津和野は６回
以降も右打者が反対方向へ打ち返し犠打で送って好機を作ったが、要所でスラ
イダーを打たされて反撃できなかった。

打妨
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0

チーム 守備

(浜)



年 打 安 得 点 四 犠 盗 二 三 本 振 失

1 2 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

2 2 3 1 0 0 0 1 0 0 0 0 2 0

3 2 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

4 2 4 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

5 2 3 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0

6 2 4 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 2 2 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 2

8 1 3 2 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0

9 1 3 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

補 打 安 四 失 自 三

補 24 4 1 0 0 0

補 11 3 2 3 3 2

補

補

補

補

補

補

補

補

年 打 安 得 点 四 犠 盗 二 三 本 振 失

1 2 3 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0

2 1 4 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0

3 2 4 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0

4 2 4 1 1 2 0 0 0 0 0 1 0 0

5 2 4 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0

6 2 4 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

7 1 3 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0

8 1 3 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0

9 2 3 2 0 0 0 0 2 0 0 0 0 0

補 打 安 四 失 自 三

補 33 8 0 1 1 3

補

補

補

補

補

補

補

補

補

ＴＭ 〔選手交代〕

（三） 湯　 浅

（捕） 田　 村

（投）

〔野手成績〕

ＴＭ 〔選手交代〕

（遊） 大　 谷

（二） 笠　 江

（捕） 西　 村

（三） 伊　 藤

（左）投 高　 橋

（中） 田中文

（投）左 野　 﨑

〔投手〕 回

野﨑 6

（一） 山　 根

（右） 岩　 原

高橋 2

（中） 内　 田

山　 田

（二） 菱　 沼

（一） 高　 橋

（遊） 石　 田

（左） 大　 庭

（右） 岡　 山

〔投手〕 回

山田 9

津和野

浜　 田
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